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はじめに 

認定日本語教育機関制度の施行に伴い、本学院では教育の質保証及び継続的改善を

目的として、自己点検・自己評価を実施した。 

本報告書は、日本語教育機関認定法、認定日本語教育機関認定基準、日本語教育の参

照枠及び一般財団法人日本語教育振興協会が公表した「日本語教育機関のための自己

点検・評価項目（2025 年版）」を参考として作成したものである。 

本学院は開校以来掲げている教育理念を基盤としながら、社会的責任を果たし、日本語

教育の質向上と多文化共生社会の実現に貢献していく。 

 

１．教育理念・目標 

教育理念 

創智国際学院が目指すのは、日本と諸外国を結ぶ役割を担う国際人材の育成である。 

日本語能力の向上のみならず、日本文化・社会への理解を深め、進学先及び将来の職業

生活において活躍できる高度なコミュニケーション能力を備えた人材を育成することを理

念としている。 

教育目標 

1. 日本語を正しく理解し、正しく使用できる能力を養成する。 

2. 日本文化を正しく理解し、他者に伝えることができる能力を養成する。 

3. 国際社会で活躍できる人格形成を支援する。 



点検評価 

2025 年度においても理念及び教育目標は全教職員に共有され、教育活動全般に反映さ

れた。 

特に、多文化共生社会の実現や外国人材受入れ拡大が進む社会状況の中で、本学院の

理念は一層重要性を増していると感じる。 

 

２．学校運営 

点検評価 

認定日本語教育機関認定基準及び関係法令に基づき適切な学校運営を行った。 

独自開発の学生管理システム及び出席管理システムを継続的に改善し、学生情報管理、

在籍管理、出席状況把握及び行政対応の効率化を実現している。 

また、校長、教務課、事務局が連携し、定期的な会議を通じて運営方針及び課題を共有

している。 

今後の課題 

• 認定日本語教育機関制度への完全対応 

• 自己点検・評価体制の高度化 

• 教職員評価制度の構築 

 

３．教育活動 

点検評価 

日本語教育の参照枠及び CEFR の考え方を取り入れた教育課程への移行を継続してい

る。 

初級・中級・上級・上級Ⅱの各レベルにおいて体系的なカリキュラムを整備し、学習者の到

達目標を明確化した。 

定期的な講師会議を実施し、 

• 学習進捗状況 

• 出席状況 



• 成績状況 

• 進路希望 

を共有し、教育改善に活用している。 

また ICT を活用した授業運営を継続し、学習効果向上を図った。 

今後の課題 

• パフォーマンス評価、ポートフォリオ評価の導入により、評価の透明性を高め、見え

る化を図る 

• 参照枠に基づく Can-do 評価の定着 

 

４．教職員育成 

点検評価 

教員採用においては専門性と実践力を重視している。 

新任教員研修及び OJT を実施。専任教員を中心に、外部研修への参加も積極的に推進

した。 

日本語教育の参照枠及び認定日本語教育機関制度に関する研修を継続的に実施した。 

今後の課題 

• 多面的教員評価制度の導入 

• 授業観察制度の体系化 

• 教員ポートフォリオの整備 

 

５．学生支援 

点検評価 

学生支援については、 

• 在留資格管理 

• 生活指導 

• 進路指導 

• 奨学金支援 



• 緊急時対応 

を総合的に実施した。 

SNS 及びオンラインシステムを活用し、災害・感染症等への迅速な対応体制を維持した。 

学生寮環境についても継続的改善を行い、安心して学習・生活できる環境整備に努めた。 

今後の課題 

• メンタルヘルス支援体制の強化 

• キャリア教育の充実 

• 卒業後フォローアップ体制整備 

 

６．教育環境 

点検評価 

新校舎（4 教室、会議室、図書コーナー、男女トイレ）が完成。 

教室環境、ICT 機器、教材及び学習支援環境は更に充実した。 

全 9 教室に 70 インチの電子黒板を設置するなど、ICT 教育の高度化を継続し、教育 DX

を推進した。 

 

７．入学者募集及び選考 

点検評価 

海外拠点との連携を活用し、適正かつ透明性の高い募集活動を行った。 

入学選考においては、 

• 留学目的 

• 学習能力 

• 学習意欲 

• 日本語能力 

• 経費支弁能力 

を総合的に確認している。 



できる限り海外で直接の面接を行い、不適切な募集活動を行う海外機関との連携排除に

も努めている。 

 

８．財務 

点検評価 

財務状況は安定しており、日本語教育事業を継続的に運営できる基盤を維持している。 

予算及び収支計画は適切に執行されており、外部専門家（顧問税理士）による確認体制も

確保している。 

 

９．法令遵守・情報公開 

点検評価 

入管法及び個人情報保護法等を遵守している。 

関係官庁への届出及び定期報告は適切に実施した。 

自己点検・自己評価結果についてもホームページにて公開し、透明性の高い学校運営を

実施している。 

 

10．地域貢献・社会貢献 

点検評価 

地域行事、国際交流イベント、多文化共生活動への参加、地域住民との交流活動を継続

的、積極的に実施した。 

今後の課題 

• 地域日本語教育への参画拡大 

• 日本人住民との交流機会拡充 

• 社会連携活動の可視化 

 



総括 

2025 年度は認定日本語教育機関制度への対応を進めながら、教育活動、学生支援、学

校運営の各分野において安定した成果を維持することができた。 

一方で、日本語教育の参照枠に基づく評価制度、多面的教員評価、学習成果の可視化

等については更なる取り組みを進めたい。 

今後も教育の質保証と継続的改善を推進し、国際社会に貢献できる人材育成を通じて、

多文化共生社会の実現に寄与していく。 
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